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1　はじめに
　近年、幼稚園や保育園において子ども同士の
トラブルが増えており、それが保護者同士のト
ラブルに発展してしまうケースがみられる。ま
た、幼稚園や保育園での子どものケガや事故へ
の園側の対応が不適切であったため、保護者の
園への不信感がうまれたり、園と家庭との深刻
なトラブルにまで発展する場合もみられる。
　しかし、幼稚園や保育園で子ども同士のトラ
ブルで子どもがケガをした場合、保護者への連
絡の仕方は園によってさまざまである。双方の
保護者に事実関係をすべて隠さずに伝える幼稚
園や保育園がある一方で、「園内の事故はすべ
て園の責任、悪質な故意でない限り、誰がやっ．
た、誰をケガさせたかは当事者双方の保護者に
も教えない」という園もある。また、同じ幼稚
園でも保護者によって、教える場合もあれば教
えない場合もある。これは、ケガをさせた子ど
もの保護者でも謝りに行かない人がいて、親同
士のトラブルに発展してしまうのをおそれたり、
園にすべての責任をおしつけて園を攻撃する保
護者がいたりするためであるといわれている。
　同時に、この分野における研究の少なさのた
めに、どう対応してよいかわからず、保育者自
らの経験やカンに基づいて対応することが多い
のが現実である。確かに．N幼稚園や保育園にお
いて子ども同士のトラブルで子どもがケガをし
た場合の対応の仕方は、それぞれのケースによ
って異なるし、保護者の置かれた状況やパーソ
ナリティによって違ってくることが多い。そう
であればこそ、研究者と保育者が協力しながら、
具体的事例を分析し、それらを積み上げていく
ことが必要である。’
　本稿は、ある幼稚園でおこった子ども同士の
トラブルで子どもが退園してしまった事例を通
して、保護者にどのように対応していったらよ
いかについて考察することを目的とする。
2　事例
（1）S幼稚園は新潟県S市にあり、2005年4月
当時…、3歳児1クラス、4歳児1クラス、5歳
児1クラスのほか、満3歳になった子どもも預
かる幼稚園であった。H教諭はまだ経験年数も
少ない若い保育者であり、3歳児のクラス担任
であった。3歳児クラスは、新入児17名と満3
歳児からの進級児8名の25名からなっていた。
4月中は全体に落ち着きがなく、イスにあがっ
て保育室の窓から抜け出そうとする子や、蛇口
をひねって水をだし水浸しにして喜ぶ子どもが
いた。，5月に入っても給食や絵本を読む時間で
あっても座っていられない子どもが多く、棚に
あがって周囲の注目を浴びようとする子どもが
いた。また、危険な行動を真似する子がいたり
して、保育者の話を集中してきくことのできな
い雰囲気になることが多かった。保育者は手遊
びや紙芝居をして子どもの気持ちを落ち着かせ
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ようとしたり、危険な行動に対してはその場で
クラス全体に注意を促すように心がけていた。’
②　H教諭のクラスのA男は、父、母、弟の4
人家族で、鄭業主婦の母は乳児の弟の世話に時
聞をとられることが多かった。A男は集団生活
がはじめてで、入園当初は泣きながら登園して
いた。「ママは？」と保育者に何度も尋ねたり、
周りの様子を傍観していることが多かった。5
月になると粘土で遊んだり、活発な子どもの後
〈A男の担任〉
園で噛み傷の手当をし、満3歳児担
任との話し合いで、この程度の傷な
らY子は医療機関へ行く必要はな
いと判断し、A男の保護者にも知
らせなかった。
〈Y子の担任〉
電話で担任がY子の保護者にトラ
ブルの経緯、冷やすなどの手当をし
たことを伝えたが、ケガをさせた相
手（A男）のことは知らせなかっ
た。
　　　　、
＜A男の担任＞
x子の保護者から連絡を受けた後、
`男の保護者に昨日の一件を説明
ｵ、すぐにY子の保護者に連絡を
ｵてもらうようにお願いした。A
jの保護者はY子の保護者に謝り
ﾌ電話をした。
〈Y子の保護者〉
「ケガをさせた相手の方から何の謝
罪もない」と幼稚園に電話をする。
X場響i霧ら幼翻こ「酵［圃
Y子宅に謝りに行きたいので住所を
教えてほしい」と連絡があった。そ
の後、A男の保護者は何度かY子
宅を訪ねるが留守で、直接会って話
ができたのは3日後だった。
〈Y子の保護者〉
「電話での相手の保護者の謝り方に
反省の色がみられない」と幼稚園に
連絡があり、この日になってもまだ
傷が目立つので、医療機関にいく。
そこで、満3歳児担任と3歳児担任
がY子のi家に謝り．に行った。
〈A男の保護者＞
A男の保護者がY子の家を訪ねた
際に、医療機関では今の治療だけで
なく、今後レザー治療をするように
なることを言われたので、「すべて
の責任を取りたい」と答える。
＜Y子の保護者＞
A男の保護者が訪ねてきた際に、
「傷の跡がどうなるかわからないか
ら今後も責任を取ってください」と
伝えた。
ac　1　トラブル後の展開
一ユ04一
子ども同士のトラブルで幼稚園をやめた事例の研究
を追って遊戯室を走り回ったりするようになっ
た。しかし、使っていた遊具を取られたり、嫌
なことをされると相手を押したり、噛もうとす
ることもたびたび見られた。
（3）　トラブルは5月26日に発生した。A男が満
3歳児のY子の頬を噛んだのである。傷は直後
には噛み跡が残っていたが、冷やしたことで降
園前には腫れはひき、少し跡が残る程度であっ
た。噛んだ理由をA男に尋ねると、「かわいく
てチューしたかった」と言った。3歳児担任の
H教諭は満3歳児担任と話し合った。そして、
満3歳児担任がY子の保護者にその日に園で起
こったトラブルと冷やすなどして傷を手当した
ことを伝えたが、A男のことは話さなかった。
また、A男の保護者には何も知らせなかった。
トラブル後の展開は、図1のとおりである。
　この後幼稚園は、お互いの保護者に対して園
側の考え方を説明した。すなわち、A男の保護
者には、「幼稚園で起こったことなので全て園
の責任であること、治療費のことは心配しなく
てもよいこと」を知らせ、Y子の保護者に対し
ても「幼稚園で起こったことなので、園で責任
を持って対応させていただく」ことを伝えた。
（4）数日後、A男の保護者から担任のH教諭に
「退園したい」という連絡があった。理由を尋
ねると、「Y子の今後のケガの状況によっては
レザー治療になってお金がかかるために、今の
ままでは経済的に苦しくなる。そこで、自分も
働きに出なくてはいけない」と伝えられた。
　幼稚園内で協議した後、担任のH教諭、主任
でもある満3歳児の担任、園で加入している保
険会社の担当者の3名でA男宅を訪ねた。そし
て、「幼稚園の方で全て責任は取ること」「レザ
ー治療が必要になった場合の金額」等について
説明し、退園は考え直してほしいことを伝えた。
しかし、A男の保護者は、「いずれにしても、
下の子が大きくなったら働きに出たいと思って
いた」と話し、退園を考え直すことはないと言
った。その後も幼稚園側から何度か説得を試み
たが、「もう決めたことなので」といって、説
得には応じなかった。そして、6月に退園した。
しばらくして、A男は公立の保育園に入った。
　Y子は通院しながらしばらくの問ガーゼをつ
けていた。幼稚園では毎日定時に傷を目立たな
くする薬を塗った。A男の退園を知ったY子の
保護者が退園の理由を尋ねてきたので、幼稚園
は「家庭の事情」とだけ話した。その後、Y子
の保護者から「自分も反省している。幼稚園に
も迷惑をかけた」と言って、数冊の絵本を幼稚
園に寄贈してきた。9月まで薬による治療は続
いたが、頬の傷は目立たなくなり、レザー治療
は必要なくなった。
3　考察
（1）幼稚園や保育園において、子どもが他の子
に噛みついて傷を負わせてしまうことはよくあ
る。そのような時にどう対応したらよいか、と
りわけ、保護者にどのように伝え、双方の家庭
と連携をはかりながらどう対処していったらよ
いかは、保育者が日々直面する課題である。最
近は、園における自分の子どものトラブルやケ
ガに過度にナーバスになる親もいるので、保護
者への対応は重要である。
②　本事例は、最終的にはY子を噛んでしまっ
たA男の退園ということになってしまった。幼
稚園側は、「園で起こったことなので治療費の
ことは心配しなくても大丈夫なこと、全て園の
責任であること」を伝えてA男の保護者に退園
を考え直してくれるように何度も説得しようと
した。しかし、なぜ、A男の保護者は退園を考
え直してくれなかったのかe結論から言うと、
A男の保護者は、Y子の保護者に対する気持ち
もあったと思うが、幼稚園に対しても信頼して
子どもを預けることができないと判断したので
はないか、ということである。また、この事例
では、Y子の保護者もA男が退園したことを知
って、「自分も反省している」と後悔している。
A男の保護者、Y子の保護者、双方が子ども同
士のトラブルで結果的にはつらい思いをしたり、
気まずい思いをすることになった。なぜ、その
ようなことになってしまったのか。
（3）まず、子どものトラブルやケガに対する幼
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稚園全体の取組が十分にできていたかどうかと
いうことである。子どもの成長過程においてケ
ンカやトラブルはつきものであり、そうした経
験をとおして子どもは成長していくものである。
特に、入園してから1～2ヵ月経ったころは、
子どもは自分を出しはじめるが、自分の思いを
うまく相手に伝えることができずに、ぶったり、
蹴ったりすることがよくあるし、なかには噛み
つく子もいる。少子化の進んだわが国の家庭で
は起きにくいことが、集団生活の場ではしばし
ば起こる。そこに幼稚園生活の意義があり、そ
のような経験をとおして子どもは自分とは違う
他人がいることを知り、一緒に遊んだり楽しく
生活するためにはどうしたらよいかを学んでい
く。こうした幼稚園生活の意義を入園時の説明
会等で保護者にしっかりと伝え、子ども伺士の
ケンカやトラブルには過度にナーバスにならず
に対応していただきたいことを伝えておく必要
があるb
　しかし、保護者は、頭で理解していたとして
も、実際に自分の子どもが他人の子どもにぶた
れたり蹴られたり、ケンカして泣かされたりし
たら、つい感情的になってしまいがちである。
「子どもは楽しいことばかりでなく、つらいこ
とも経験しながら成長していくのです」と保育
者に言われてもなかなか納得できない。まして
は、自分の子どもが噛まれて傷を負ったりした
ら、心配でとても冷静ではいられなくなるeま
た、噛んで傷を負わせてしまった方の保護者も
同様であろう。そうした保護者の気持ちを、幼
稚園はしっかりと受けとめることが必要である。
そして、保護者の気持ちに寄り添いながら対旛
していくことが求められる。
　そのためには、幼稚園で子ども同士のトラブ
ルやケガに対する園の方針を決め、保護者に伝
えておくことが必要である。同時に、ミーティ
ングなどで保育者同士、園の方針を確認し合い、
共通理解をはかっておくことが大切である。そ
して、実際にトラブルが起こった場合、個々の
保育者に判断を任せるのではなく、関係者で慎
重に協議し、園長のリーダーシップの下、園全
体で対応していくことが必要である。
｛4）本事例では、A男がY子の頬を噛んでしま
った後、幼稚園でY子の噛み傷の手当をした。
そして、A男の担任であるH教諭はY子の担任
と話し合い、この程度の傷ならY子は医療機関
へ行く必要はないと判断してしまった。しかし、
実際には5月に負ったY子の傷はレザー治療が
必要かもしれないと言われ、薬による治療が9
月まで続いたのである。この判断ミスがトラブ
ルのもととなった。子どもが幼稚園や保育園で
ケガをしたり傷を負った場合、どの程度なら園
での手当で大丈夫なのか、どの程度なら医療機
関での診療が必要なのかの判断は保育者には難
しいところがある。そのため、専門的知識を持
った看護師等が保育園だけでなく幼稚園にも必
要であるが、実際にいない場合、慎重な対応が
求められる。特に、顔に傷を負った場合、女の
子の保護者は将来を考えてどうしてもナーバス
になってしまう。そうしたことを考えると、本
事例の場合、そうした保護者の気持ちも十分に
考えた判断が必要ではなかったかと考えられる。
少なくとも、担任がY子の保護者に園でのトラ
ブルの経緯などを知らせた後、「幼稚園で冷や
すなどして手当をしておきましたけど、顔のこ
ともありますので…　　」と医療機関での診療
のことも伝えてみたらどうであったか。そうす
ることによって、幼稚園がY子のことを大切に
思っていることが伝わり、保護者の感情はやわ
らぐものである。
｛5）A男の担任はY子の担任と話し合い、A男
の保護者には初め園でおこったトラブルについ
て何も知らせなかった。そして、Y子の保護者
にはトラブルの経緯と園で行った手当について
は伝えたが、ケガをさせた相手であるA男のこ
とは知らせなかった。これはY子の傷が軽いと
判断してしまったことと同時に、噛んだ理由を
A男に尋ねたら「かわいくてチューしたかっ
た」と答えたため、悪意でやったのではないと
判断したためであると考えられる。しかし、こ
のA男に対する配慮が子ども同士の問題を、保：
護者同士のトラブルにまで大きくしてしまった。
　Y子の保護者は、担任から幼稚園で起こった
トラブルについて知らされた時、当然相手の保
護者にも園の方から連絡がいき、相手の保護者
からその日のうちに謝罪の言葉があるものと思
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っていた。なぜなら、子ども同士のトラブルで
ケガをさせた場合、ケガをさせた方の保護者が
すぐに謝るのが普通である。担任は自分の子ど
もに傷を負わせた相手の子どもの名前を言わな
かったが、それはA男の保護者が直接に謝った
方がよいとの判断からではないかとY子の保護
者は考え、担任から連絡を受けた時、あえて相
手の名前を聞かなかったのかもしれない。とこ
ろが、待っても待っても相手の保護者からは何
の連絡もない。何か特別の理由があるのか、そ
れとも相手の保護者に誠意がないのか、そうし
た不安の気持ちが怒りを増大させたのではない
か。翌日、Y子の保護者は幼稚園に「相手の方
から何の謝罪もない」と抗議したのである。
　Y子の保護者から抗議の電話を受けた後、は
じめて幼稚園はA男の保護者に昨日の一件につ
いて説明し、すぐにY子の保護者に連絡してく
れるようにお願いした。そこで、A男の保護者
はY子の保護者に謝りの電話をした。しかし、
自分の子どもが相手の子どもにケガをさせてし
まった場合、ケガをさせた責任を感じ、相手に
対して誠実に対応したいと思うのが自然の気持
ちである。したがって、ゲガをさせてしまった
保護者は、相手に言われる前に、まず自分の方
から謝りたいのである。A男の保護者も同じ気
持ちだったのではないか。でも事態はそうでは
なく、Y子の保護者は自分が謝罪しなかったの
を怒っている。自分は謝罪しなかったのではな
く、できなかったのである。なぜ、幼稚園は、
昨日のうちにトラブルについて自分に知らせて
くれなかったのか。A男の保護者は、そうした
不満と戸惑いの気持ちを持って、Y子の保護者
に謝りの電話をしたのではないだろうか。そこ
で、Y子の保護者は「電話での相手の保護者の
謝り方に反省の色がみられない」と再び幼稚園
に抗議の電話をしてきたのである。
　もし、A男の保護者が自分の子どもがY子に
噛みついて傷を負わせてしまったことをその日
のうちに心から謝ってきたならば、Y子の保護
者の気持ちも違っていたかも知れない。幼稚園
としては、A男が悪意でやったことではなかっ
たので、配慮して初めトラブルのことをA男の
保護者に知らせなかった。しかし、そのことが
結果的には、A男の保護者がY子の保護者に謝
るのが遅れ、A男の保護者をつらい状況に追い
込んでしまったのである。
㈲　Y子の保護者からの再度の抗議の電話を受
けて、幼稚園では協議してA男の担任であるH
教諭とY子の担任である主任教諭がY子の家に
謝りに行った。幼稚園におけるトラブルで子ど
もがケガをした時、ケガ等の程度にもよるが、
電話よりも直接会って話をした方がよい。でき
れば、幼稚園を代表する人が、子どもにケガを
させてしまったことは園の責任であることをは
っきりと伝えて謝るべきである。それもできる
だけ迅速にである。
　同時に、ケガをさせてしまった子どもの保護
者にも適切な対応が求められる。自分の子が他
人の子にケガをさせてしまったら、多くの人は
つらい気持ちになる。相手の保護者から責任を
強く追及されたりすると、つらい気持ちは一層
強くなって落ち込んでしまったり、自分の子育
てが間違っていたのではないかと思う人もいる。
A男の保護者もそうした気持ちになったのかも
知れない。
　本事例の場合、トラブルが起こったその日の
うちに事実関係を正確にAの保護者に知らせる
べきであった。そして、A男は「かわいくてチ
ューしたかった」ためにY子を噛んでしまった
のであり決して悪意はなかったことをしっかり
と伝え、「幼稚園の手落ちでお子さんに大変な
ことをさせてしまって申し訳なかった」と謝る
べきではなかったか。そうすれば、A男の保護
者の気持ちもかなり違っていたはずである。
　しかし、実際にはA男の保護者に知らせるの
が遅れて対応が後手になり、A男の保護者はつ
らい状況に追い込まれる。そうした時には、保
育者がA男の保護者のつらい気持ちをしっかり
と受けとめて支えていくことが大切であるとと
もに、適切な対応を取っていくことが必要であ
る。A男の保護者はY子の家に謝りに行った時
に、レザー治療のことをきかされて、「全て責
任をとりたい」と言ってしまった。このことが、
A男が幼稚園をやめる大きな原因になってしま
った。トラブルがあった2日後、A男の保護者
が「直接Y子宅に謝りに行きたいので住所を教
えてほしい」と連絡してきた時、治療費のこと
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が話題になることも予想できたはずである。そ
うしたことを考えると、子ども同士のトラブル
が起こった時、治療費のことも含めて園の方針
を決めておくべきである。そして、それをでき
るだけ早く保護者に伝えるべきであった。少な
くとも、A男の保i漢：者がY子の家の住所を教え
てほしいと言ってきた時、幼稚園の方から「園
で起こった事故なので全て園の貴任であること、
治療費のことは心配しなくても大丈夫なこと」
をはっきりと伝えておくべきではなかったか。
そうすれば、A男の保護者の対応も異なってい
たであろう。少なくとも、レザー治療のことを
Y子の保護者からきかされて、全て自分が責任
をとるようなことは言わなかったかも知れない。
この点でも対応が後手になってしまった。幼稚
園からAの保護者に「治療費のことは全て園が
責任を持つ」と伝えられたのは、Y子の保護者
に自分の子どもがしたことなので「全て責任を
とりたい」と言ってしまった後である。
（7）A男が幼稚園をやめたのにはさまざまな理
由があったであろう。担任のH教諭は、「保育
者（担任）がA男の保護者の気持ちに寄り添い、
悩みを共感する気持ちが足りなかった。A男の
保護者との信頼関係がうまく築けなかったこと
が理由として考えられる。　『母親の気持ちにな
って考える』という想いが担任に足りなかった
と考えられる」と言っている。まだ若いこの保
育者は、本事例からとても大切なことを学んで
いる。子ども同士のトラブルで子どもがケガを
した場合、保育者はどうしてもケガをした子ど
もの保護者への対応に追われてしまいがちであ
る。しかし、ケガをさせた保護者も責任を感じ
てつらいのである。そうした気持ちに寄り添い
ながら、しっかりと支えていくのが保育者の大
切な仕事である。
4　結び
　本事例は、多くの幼稚園や保育園で実際に起
こり得る出来事である。本事例をふまえて、園
内である子どもが他の子どもにケガをさせてし
まった場合、保護者に対応していくうえで留意
すべきことについて整理して結びとしたい。
　第工は、子どものケガや事故に備えてきちん
と準備をしておくことである。幼稚園や保育園
で子ども同士のトラブルやケガが起こった場合
の保護者への対応の仕方について、前もって園
長を中心に話し合い、園の方針を決めておくこ
とである。また、できれば園全体で子どもがケ
ガをした場合の保険に入っておく方がよい。そ
して、保護者にはさまざまな機会を通じて園の
方針を伝え、理解してもらうように努めること
である。また、園で子どもがケガをした場合、
園長が把握し園全体で対応するという体制を作
っておくべきであるeこのことによって、担任
等の判断ミスを防ぐことができる。そして、日
頃のミーティングなどで園の方針を確認し合い、
共通理解を図っておくことである。
　第2は、実際に幼稚園や保育園で子ども同士
のトラブルで子どもがケガをした場合は、園長
を申心に協議して方針を決定し、園全体で迅速
に対処していくことである。まず、子どもがケ
ガをしてしまった保護者には、園で起こったこ
とをわかりやすく的確に説明し、園で起こった
ことは園の責任であることをはっきりと伝え、
心から謝罪することである。その際ケガをさ
せた相手のことを知らせるかどうかについては、
意見の分かれるところである。しかし、本事例
を考えても、基本的には保護者に知らせるべき
である。自分の子どもが幼稚園や保育園でケガ
をした場合、まずどういう状況でケガをしたの
か、なぜ傷を負ってしまったのかを知りたいと
思う。その場に居合わせない保護者の当然の気
持ちである。幼稚園や保育園は、そうした保護
者の気持ちに応える必要がある。保護者は本当
のことが知りたいのである。園から知らされな
かったとしても、保護者は子どもを通して相手
の名前を聞くことができる。ただし、園児は事
実関係を十分に話せないこともあるので、基本
的にはケガをさせた相手のことを含めて、園の
方から事実を正確に知らせるべきである。
　また、ケガをさせてしまった保護者の場合は
どうであろうかeケガをさせた責任を感じ、相
手に対して誠実に対応したいと考えるのが自然
の気持ちである。そのためにも、本当のことが
知りたいのである。したがって、ケガをさせて
しまった保護者にも、園の方から事実を迅速に、
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正確に知らせるべきである。本事例のように、
当日何も知らされず翌日相手から抗議されて初
めて知ったために対応が後手になって、つらい
状況に追い込まれることがある。また、何も知
らされていないのに、相手の保護者から自分の
子どもがケガをさせたことについて抗議され、
寝耳に水でわけの分らない抗議に腹を立てやり
返し、保護者同士が険悪な関係になってしまう
例もみられる。園である子が他の子にケガをさ
せてしまった場合、双方の保護者にその日のう
ちに事実を隠さずに正確に伝えることが必要で
ある。
　第3は、幼稚園や保育園は、保護者の気持ち
をしっかりと受けとめ、保護者の気持ちになっ
て対応していくことが大切である。幼稚園や保
育園で自分の子どもが他人の子どもにぶたれた
り蹴られたりしたら、「子ども同士のことに親
は口を出すべきではない」と頭でわかっていて
もどうしても感情的になってしまう。まして自
分の子どもがケガをしたり傷を負ったりしたら、
心配でとても冷静ではいられない。また、つい
腹を立てて相手を攻撃したり、園の安全管理を
問題にしたりしがちである。幼稚園や保育園は、
そうした保護者の気持ちを受けとめて対応すべ
きである。園で起こった子どものケガは基本的
には園の責任である。園の方からできるだけ速
やかに謝罪し、治療費等を含めて誠実に対応し
ていくべきである。
　子ども同士のトラブルである子がケガをした
場合、保育者の関心ばどうしてもケガをした子
とその保護者に向かいがちである。しかし、本
事例のようにケガをさせた保護者への対応も重
要である。自分の子どもが他人の子どもにケガ
をさせてしまったら、ケガをさせてしまった方
の保護者もつらいのである。まして相手の保護
者に厳しく抗議されたりしたらつらい気持ちは
｝層強くなり、落ち込んでしまいがちである。
なかには自分を責めたり、子育てに自信を失っ
てしまう保護者もいる。保育者はそうした保護
者のつらい気持ちをしっかりと受けとめ、寄り
添い、支えていくことが大切である。そのため
には、若い担任にまかせきりにしないで、園長
やベテランの保育者の知恵を活かしながら、園
全体で対応していくことが必要である。
　幼稚園や保育園である子が他の子にケガをさ
せた場合、その対応の仕方が後々まで影響する
ことがある。園でトラブルが起こった場合、迅
速に、そしてできるだけ隠さずに事実を正確に
保護者に伝えることが必要であるとともに、保
護者の気持ちをしっかりと受けとめて、誠実に
対応していくことが求められる。
　本稿では、子ども同士のトラブルで幼稚園を
やめてしまった事例を通して、園で子どもがケ
ガをした場合の保護者への対応の仕方について
考えてみた。貴重な資料を提供していただき、
多くの御教示を賜ったS幼稚園の皆さん、とり
わけH教諭に心より御礼を申し上げます。
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